
オンライン配信も予定

　　「ヤングケアラーのいま」



今も、学校や仕事へ行きながら、家族のケアを担う子どもがいます。
私たち市民、地域住民、行政はどんなサポートができるのかを

これから考えていきましょう。

日　時：2022年６月４日（土）
時　間：13：30 ～ 17：00（13時開場）
場　所：アスティ45 12階 ACU １２０６
　　　　　　（札幌市中央区北４条西５丁目１）

詳細プログラムは裏面をご覧ください

参加料無料（要申込）
締め切り：5月31日（火）まで

https://forms.gle/Nxafy9iPoRXxNRMeA

※ただし、会場・オンラインシステムの関係で
　人数を制限する場合がございます。

北海道社会福祉学会主催

　北海道社会福祉学会事務局
　近藤 尚也　n-kondo@hoku-iryo-u.ac.jphssw.jp

テーマ



■第Ⅰ部　
　▼13：30～14：10　
　「令和2年度　ヤングケアラー調査　行政報告」
　　小助川　文治 氏（北海道保健福祉部子ども未来推進局子ども子育て支援課　主幹）
　　山縣　　浩子 氏（札幌市こども未来局子ども育成部子どもの権利推進　課長）

　▼14：15～14：50　　
　「ヤングケアラーの調査からみえる現状と課題」　
　　講師　松本　伊智朗 氏（北海道大学教育学院教授）
　　　　　　演者は、これまで子どもの貧困に関する研究に取り組んできた。2021年度、北海道が実施した
            ケアラー・ヤングケアラーに関する有識者委員会のメンバーも務めた。近年では、令和3年の
            子ども生活実態調査を北海道、札幌市と共に実施している。

■第Ⅱ部
　▼15：00～16：00
　
　　シンポジウム　「現場におけるヤングケアラー支援の現状と課題」
　　　　　　　　　　　※1名につき15分程度　残り15分でまとめとフロア・オンライン上からの質問対応

　　シンポジスト　　栗田　　郁子 氏（北海道教育委員会　北海道SSW）
　　　　　　　　　　松本　ほたる 氏（相談支援事業所　ほたるさんの相談室）
　　　　　　　　　　相内　　雄介 氏（精神保健福祉コンサルタント(Mental-Consul代表)）
　　コメンテーター　松本　伊智朗
　
　▼16:00　終了予定

　▼16:15　総　　会

Program


